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③ シェープファイルを選択すると下段に選択されたシェープファイル名が追加される。
PlanetExplorerがシェープファイルの座標系を認識できなかった場合、確認のためのウ
ィンドウが開くので、WGS84 を選択する（図 3.2.9）。 

 
図 3.2.8 ダウンロード範囲のアップロード機能の起動 

ダウンロード範囲設定アイコン

ダウンロード範囲
アップロードアイコン
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図 3.2.9 ダウンロード範囲の選択とアップロード 

シェープファイル
の読み込み
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（８）検索条件の設定 

① ダウンロード範囲をアップロードすると、ダウンロード範囲に地図が自動で移動、拡大
し、ダウンロード範囲とその中に含まれる最新の衛星ブラウズ画像が表示される（図
3.2.10）。この画面が検索画面となる。 

② Planet 社は PlanetScope 以外の衛星も運用しているため、その他の衛星も表示される
ことからフィルター機能「Filter」をクリックして、PlanetScope のみを選択する（図
3.2.10）。 

③ フィルター画面において「4-band PlanetScope Scene」を選択する（図 3.2.11）。 

④ 次に検索期間を絞り込むために「Dates」ボタンをクリックし、検索期間を設定する（図
3.2.11）。 

 
図 3.2.10 PlanetExplorerの検索画面 

各種衛星
データの絞込

検索期間の絞込
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図 3.2.11 衛星センサの絞込と検索期間の選択 
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（９）衛星画像の選択（日単位） 

選択後、検索期間における最新の衛星画像が表示される。検索結果は日単位である。なお、
ダウンロード範囲が広い場合、複数の PlanetScope の画像がモザイクされたブラウズ画像
が表示される。同一日に複数の衛星が複数回撮影している場合は、全てモザイクされて表示
される（図 3.2.12）。なお、ダウンロード範囲内でその日に撮影できなかった範囲は空白と
して表示される（基図である地図が表示される）。 

 
図 3.2.12 衛星データの検索結果 

  

日ごとの
検索結果
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（10）衛星画像の選択（シーン単位） 

日ごとの検索結果をクリックすると、日ごとの詳細な撮影状況が表示される（図 3.2.13）。
なお、日ごとのブラウズ画像は、その日の最も新しい画像を上から張り付けてあるだけのモ
ザイク画像のため、仮に最も新しい画像に雲があると、実際には同じ日の違う時間に良好な
画像が得られていたとしても、良好な画像が得られていないように見えることがある。その
ため、詳細に検索することによって、その日に撮影された最も良好な画像が確認できること
がある。必要な衛星画像を選択し、「Order Scenes」をクリックすると、注文画面になる。
なお、一般的な購入では、ダウンロードしたシーン数に応じて課金されるため、同じシーン
を重複して注文するなどを避ける必要がある（本マニュアルでは一般的な購入方法のみを
記載する）。 

 
図 3.2.13 日ごとの詳細な撮影状況 
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（11）衛星画像の発注 

① 注文するとダウンロード方法の確認を求められるので、「I want to order this data for 
download」を選択し、「Next」をクリックすると、各画像のダウンロード設定画面とな
る（図 3.2.14）。 

② 「Order Name」においてダウンロードファイル名を設定する（図 3.2.14）。 

③ 複数画像を選択して注文すると、注文した画像の一覧が表示される。 

④ 衛星撮影範囲のうちダウンロード範囲のみをダウンロードするために、「Clip Items to 
AOI」のチェックボックスをオンにする。これをオンにしないと、不必要な範囲までダ
ウンロードし、不要な課金が発生する（図 3.2.14）。 

⑤ バンド数「Bands」は全バンド「All（全て）」を、データ処理「Radiometry」は「Surface 
Reflectance（地表面反射率）」を、幾何補正処理「Rectification」は「Orthorectified（正
射投影）」を、ファイル形式「Output Format」は「GeoTIFF」を選択する（図 3.2.14）。 

⑥ 右下の「Place Order」をクリックすると、ダウンロードのための処理が開始される（図
3.2.14）。 

Planet Scope の地表面反射率プロダクトは反射率 0.00～100.00％を 0～10000 の整数値
として格納することにより、精度を確保するとともに、データ容量を圧縮している。 
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図 3.2.14 各衛星データのダウンロード設定 

ダウンロード画像一覧

ダウンロードファイル名入力

データ処理

バンド数

幾何補正処理

ファイル形式
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（12）衛星画像のダウンロード 

① ダウンロード処理開始後、注文一覧「My Orders」をクリックすると、先ほど設定した
ファイル名が注文順に表示される。ダウンロードの準備が整うと、各ダウンロードファ
イルの下にある「Download」ボタンが選択可能となるため、クリックするとダウンロ
ードが開始される（図 3.2.15）。 

② ダウンロードされたファイルは圧縮（zip 形式）されているため、解凍ソフトなどを用
いて解凍する。 

③ 解凍すると filesフォルダと manifest.json ファイルが含まれており、filesフォルダの中
に衛星データが含まれている。ファイル名の最後が「・・・3B_AnalyticMS_SR_clip.tif」
となっているのが衛星画像ファイルである。その他のファイルは付属ファイルである。
衛星画像ファイル名は、撮影日（8 桁数値）、撮影時刻（6 桁数値グリニッジ標準時）、
衛星番号（4 ないし 6 桁の英数字）、プロダクト番号（3B_AnalyticMS_SRなど）、切り
出しの有無（切り出した場合_clip が付く）、ファイル形式（tif など）からなり、それぞ
れアンダーバー「_」で区切られている。 

 
図 3.2.15 ダウンロードファイル一覧 

以上で PlanetScopeの衛星データの取得は完了である。  

注文一覧ボタン

ダウンロード
開始ボタン
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３．３ 農用地データ（筆ポリゴンデータ）の取得 

農用地の位置データとして筆ポリゴンデータを取得する方法を説明する。 

2021 年 7 月以前に公開された筆ポリゴンデータは、農林水産省の筆ポリゴンダウンロー
ドサイト（https://www.maff.go.jp/j/tokei/porigon/）にある過去の公開データへのリンク
（https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/tokei/seiryu/hudepoririyoanke.html）から県単
位もしくは市町村単位でダウンロードできる（図 3.3.1）。2022 年 4 月以降に公開された筆
ポリゴンデータは、筆ポリゴンダウンロードサイトにある筆ポリゴン公開サイト
（https://open.fude.maff.go.jp/）から県単位もしくは市町村単位でダウンロードできる（図
3.3.2）。なお、どちらの場合においても、ダウンロードにあたっては利用規約を確認すると
ともに、ユーザ登録とアンケートの入力が必要となる。 

ダウンロードファイルは zip ファイルとして圧縮されているため、解凍ソフト等を用いて
解凍する。2021 年 7 月以前に公開された筆ポリゴンデータはシェープファイルとして、
2020 年 4 月以降は GeoJSON 形式として保存されている。解凍すると、シェープファイル
（とその付属ファイル）や GeoJSON ファイルが格納されている。ファイル名は市町村コー
ド、市町村名、公開年等からなる。なお、両ファイル形式は QGIS において同様に操作する
ことができる。 

 
図 3.3.1 筆ポリゴンダウンロードサイト（2021年７月以前公開） 
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図 3.3.2 筆ポリゴンダウンロードサイト（2022年４月以降公開） 
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３．４ QGISへの衛星光学データ（PlanetScope）の読み込み 

３．２節で取得した衛星画像を QGIS に読み込む方法を説明する。 

（１）衛星画像の読み込み 

① QGIS を起動し、メインメニューのレイヤにある「レイヤの追加」を選択し、「ラスタ
レイヤの追加」を選択すると、データソースマネージャウィンドウがラスタタブを選択
された状態で表示される（図 3.4.1）。 

② ブラウズボタンをクリックし、ダウンロードした衛星データを選択する（図 3.4.1）。 

③ 地図に衛星画像が表示され、レイヤ欄には衛星画像のファイル名が追加される（図
3.4.1）。 

④ この処理を繰り返し、日ごとの衛星画像を全て読み込む（図 3.4.2）。 
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図 3.4.1 QGISへの衛星データの読み込み 

ブラウズボタン
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図 3.4.2 日ごとの衛星画像の読み込み 

（２）結合（モザイク）処理 

ダウンロード範囲が広いと、1 日で複数枚の衛星画像が撮影される。それらの画像を一つ
の画像にまとめる。この様な処理を結合処理（モザイクもしくはマージ処理）という。この
処理によって日ごとに統合された衛星データを作成することができる。 

① QGISメインメニューの「ラスタ」の「その他」にある「結合」をクリックすると、結
合処理のためのウィンドウが開く（図 3.4.3）。 

② 「入力ラスタ」の選択ボタンをクリックすると選択ウィンドウが開く（図 3.4.3）。 

③ 結合処理したい衛星データを全てチェックし OK をクリックすると、入力ラスタが設
定できる。その際、入力ラスタ欄は「要素が選択されていません」から「〇要素が選択
されました」（〇は入力データの数）に変化する（図 3.4.3）。 

④ 出力データ型は入力データである PlanetScopeと同じ「UInt16」を選択する（図 3.4.3）。 

⑤ 「出力レイヤ」のブラウザボタンをクリックし、結合処理後の衛星データの保存フォル
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ダとファイル名を設定する（図 3.4.3）。 

⑥ 右下にある「実行」ボタンをクリックすると結合処理が始まり、処理が終わると結合後
の衛星データが地図に、レイヤ欄に結合後のファイル名が追加される（図 3.4.3）。 

 
図 3.4.3 個別衛星データの結合処理と結合された衛星データ 

選択ボタン

ブラウザボタン
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（３）不要レイヤの登録解除 

QGISに読み込んだ後に使わなくなったデータは、レイヤ欄で選択後、レイヤの削除ボタ
ンをクリックすると、QGIS の登録から削除することができる（図 3.4.4）。なお、この操作
は QGIS への登録が削除されるのみで、ファイルそのものが削除されるわけではない。 

 

図 3.4.4 不要なレイヤの登録削除 

  

レイヤ削除ボタン




